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はじめに
　心理学が科学として歩み出して100年余りが経
過し、隣接する自然科学及び実験に関連する種々
の技術の発展と共に心理学も研究を進展させて
きた（国内における実験心理学の導入に関して
は、苧阪（1998）等）。科学の進展を支えてきた
古典的な実験機器は、世界各国では科学への貢献
を知る上での資料として丁重に扱われている。例
えば、ボストンにあるサイエンスミュージアムで
は、化学や宇宙工学の歴史を気づいた装置の展示
の一部に、心理学の実験と関連したブースも設置
されている。研究が常に新しい知見を求める行為
であることは疑いのない事実であるが、学問の歴
史を学び、当時の実験機器を通じて心理学が扱っ
てきた現象を経験することにより、その学問に関
するパースペクティブを得ることができる。しか

しながら、心理学の歴史を支えてきたそれらの実
験機器及び関連史料に関して、国内では海外に比
べると重要視されていない。これらの古典的な機
器１や史料は、骨董品的な価値を有するものでは
なく、人間そのものの特性を科学的に検証しよう
としてきた心理学が展開する過程で、研究者がど
のような事実を発見しようとし実験を実施してき
たのか、心理学が展開する過程における先人達の
探求の実像を示す証拠となっており、自然科学と
しての心理学の学問体系を学ぶ上で重要な教材と
なり得る。教育研究機関においては、海外ではア
クロン大学における活動をはじめ、いくつかの研
究機関が心理学史のアーカイブズに史資料を保存
しているが、国内において独自の収集整理機能を
持ったアーカイブズは、オンラインを除いては存
在していない２（サトウ, 2007）。
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　日本における心理学の歴史的史料に関する調査
研究は、これまでにいくつかの研究プロジェク
トが立ち上げられている。例えば、西川泰夫上
智大学名誉教授による「日本の心理学史に関わ
る海外資料収集調査研究（2003-2005）：文部科学
省科学研究費補助金（基盤研究（B）：課題番号
15402045）」では、日本の心理学史と関連する史
料について、旧帝国大学のひとつであった台湾国
立台湾大学（旧　台北帝国大学）における心理学
関連の史料の収集・分析を行っており、同大学心
理系に保存されている心理学の実験機器に関して
も言及されている。加えて、辻敬一郎名古屋大学
名誉教授による「本邦心理学における実験機器利
用の史的展開（2000-2001）：文部科学省科学研究
費補助金（基盤研究（B）：課題番号12410026）」
の国内心理学実験機器の調査研究をはじめ、長田
佳久立教大学名誉教授を研究代表者とした「実験
心理学における古典的実験機器のアーカイブ化と
その活用（2007 ～ 2008）：文部科学省科学研究費
補助金（基盤研究（B）：課題番号19330162）」「心
理学の古典的実験機器に関するデータベース作成
とその活用（2010 ～ 2012）：文部科学省科学研究
費補助金（基盤研究（B）：課題番号22330203）」
では、古典的実験機器や関連史料の保存に留まら
ず、それらを心理学教育に活用する試みについて
の提案がなされている。また、苧阪直行京都大学
名誉教授による「実験心理学の誕生と展開」では、
我が国に輸入され、帝国大学心理学研究室で使わ
れた歴史的実験機器の豊富な写真と解説、機器を
使った実験の様子など優れた研究資料として纏め
られている（苧阪，2000）。

心理学における古典的実験機器の現状と保管の重
要性
　心理学における実験機器は、1980年代からコン
ピュータの入手や利用が身近になり、多くの実験

がコンピュータを用いることで容易かつ精確に実
施が可能となったことに加え、特有の実験に特化
した機器の多くは利用していた研究者の退職、研
究施設の移転や改築に伴って廃棄され、現物はそ
の多くが失われている。加えて、心理学実験に用
いられてきた独自の機器の多くは、個々の研究者
の問題意識に即して特化し開発・改作されたが故
に、保存・継承されることは少なく、当該研究が
終了すると廃棄され、保存・継承はなされてこ
なかった（辻, 2009）こともその一因であると考
えられる。2009年に行われた調査では、心理学に
関する古典的な実験及びその資料を保有している
との回答があった教育・研究機関はわずか13機関
で、その多くは国立大学であった（増田・草野, 
2009）。昨今の教育・研究機関を取り巻く状況を
鑑みると、このような現物の保管に関する活動を
それぞれの機関で行い、拡張していくことは容易
ではないと考えられるが、実験機器や関連史料に
関する情報は、日本心理学会の機関誌の１つであ
る、心理学ワールド等でも継続的に取り上げら
れ、学術的な面白さと重要性が示されている。
　その役目を終えて実験に使用されなくなり、時
を経て使途が不明となった実験機器であっても、
機器の現物や関連史料の調査から、その当時の研
究機関における実験心理学の特徴や、実験研究の
発展について知ることも可能である（例えば、大
山・佐藤, 1999）。加えて、他の研究機関のアーカ
イブとの比較を行うことで、新たな発見があるこ
ともある。例えば、東北大学で保管されていた古
典的実験機器は、京都大学で保管されている古典
的実験機器と比較することで不明であった機器の
使用用途や名称が明らかとなった（日高・行場, 
2009）。加えて、再調査を行う際の高効率化へと
つながり、新たな発見へとつながることもある（例
えば、吉村､ 2016）。また、実験や機器と関連す
る資料を同時に保管することで、実験機器の使い

１   広義には、1980 年代にコンピュータが心理学実験に用いられるようになった以前の機器を心理学における “ 古典的 ” な実
験機器と見なすこともできる（吉村，2016）が、本稿では特に年代による区別はせず、現在の実験で用いられることの
少なくなった機器全般を示している。

２   オンラインでは、日本心理学会が公開している心理学ミュージアム内の歴史館（https://psychmuseum.jp/device_top/）や、
京都大学文学部 心理学古典機器博物館（https://www.bun.kyoto-u.ac.jp/psy/museum/Contents.html）等での閲覧が可
能である。
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方だけではなく、当時の実験・研究に関する思想
をもうかがい知ることが可能となる。

文教大学における古典的実験機器の保管・展示の
経緯
　京都大学や東北大学等に代表される様に、現存
している古典的実験機器の多くはそれぞれの機関
で用いられてきたものが現在まで保管され、大学
の心理学研究の変遷を語る貴重な資料の一部と
なっている。しかしながら、文教大学において展
示されている機器はそれらとは少し異なった経緯
で保管と展示が行われている。
　文教大学における古典的な実験機器に関する諸
活動は、椎名健文教大学教授（当時）が、2010年
に当時立教大学で展示していた機器の数点を貸与
され、心理学に関連する体験装置と共に展示した
ことがその始まりである。その後、2014年には鎌
田晶子文教大学教授と田積徹同教授のご尽力によ
り、文教大学越谷キャンパス12号館２階のショー
ルームにて期間限定の古典的実験機器の展示が行
われた。立教大学が当時保管していた実験機器
は、立教大学で使用していた機器のみならず、前
述の日本学術振興会科学研究費補助金のプロジェ
クトにより収集していた国内のさまざまな大学で
廃棄される予定であった機器が多く含まれてお
り、立教大学に保管されていたこれらの機器の大
部分は、2015年に日高聡太立教大学教授のご尽力
により文教大学に貸与された後に、2018年に譲渡
され現在の状態となった。その後も同様に廃棄さ
れる予定だった実験機器の中で特に心理学実験の
教育において重要な機器を中心に収集し、最終的
に７研究機関から移設された100点近くの古典的
実験機器や関連資料が文教大学越谷キャンパス内
に展示・保管されることとなった。後述する心理
学ミュージアムのデジタルデータの件数を鑑みて
も、実験機器の現物の保管・展示の件数に関して、
文教大学の規模は比較的大きいといえる。

実験機器のデータベース作成とデジタルアーカイ
ブ化
　実験機器の現物の保管が重要であることは既に
示したが、その為のスペース及び管理の問題もあ

ることから、デジタルアーカイブ化も有用な手段
の一つである。心理学における古典的実験機器の
デジタルアーカイブ化に関しては、2007年より始
まった長田佳久立教大学名誉教のプロジェクトの
活動の一部を受け継ぐ形で吉村浩一法政大学教
授（当時）を中心とし活動が行われた。その成
果として、2015年に「実験心理学ミュージアム」

（http://mep.i.hosei.ac.jp/）が開設され、その後
日本心理学会が運営するサイトへと引き継がれる
こととなる（詳細は吉村 2015, 2020）。関連して、
2012年に心理学関係資料の保存を目的として、日
本心理学会教育研究委員会内に「資料保存小委員
会」（委員長：佐藤達哉立命館大学教授）が設置さ
れ、著者も2015年より委員に加わったこともあり、
小委員会の協力の下、文教大学が保管している機
器の調査及び撮影が行われることとなった。
　撮影及び調査は、学術資料のデータベース作り
を専門とする合同会社AMANEに、機器の写真
撮影と資料の下整理に関する依頼を行った。まず
は管理の為に、他大学と同様に、文教大学に保管
されている機器・資料に関してデータベース化の
為の通し番号をつける作業から行った。日本心理
学会の管理する心理学ミュージアム「歴史館」内
の古典的機器（https://psychmuseum.jp/device_
top/）と同様のフォーマットで、文教大学の機器
であることを示す ｢BK｣（BunKyo）の後に５桁
の通し番号を続けることでデータベースの登録番
号として用いた。例えば、１番に登録された機器
は「若狭式マクベス照度計」は、「BK00001」と
なる。
　2018年３月19日に行った下調査では、これまで
の他大学から譲渡された際の複数の機器のリスト
を基にし、実際の展示・保管場所を確認し、現物
にタグを付けてリスト化を行った。それぞれの機
器に関して、それまで判明していた付加情報を合
同会社AMANEに依頼し、デジタル化のための写
真撮影に備えた。また、文教大学に保管されてい
る実験機器は前述した経緯で収集されてきたため
に、使用研究機関や旧蔵者に関しても付加情報と
してリストに加えた。
　2018年８月22日から24日まで３日間に分けて撮
影を行った。本調査では、タグ付けされた番号順



『人間科学研究』文教大学人間科学部　第 43 号　2021 年　増田知尋

― 56 ―

に実験機器及び関連史料の写真撮影を行った。そ
れぞれの機器別に、機器の形状に合わせて正面、
側面、背面等の撮影を行い、必要に応じて底面な
ど別の角度からの撮影を行った。また、機器の製
造会社のプレートや、登録時の備品番号等の文字
情報がある機器については、それらに関しても撮
影を行った（図１）。加えて、吉村浩一法政大学
教授（当時）、増田直衛慶應義塾大学名誉教授も
同席し、撮影と平行して、実験機器の状態や当時
の使用方法に関するインタビューを併せて行った。

　撮影までの機関に機器に関する調査・整理を行
う中で、他の機器の一部であることが判明した機
器があったことなどから、欠番となるIDも発生
したが、IDでBK00110まで、合計102個の機器・
資料の撮影を行った。また、撮影時に作成された
リストにより機器の写真と名称をはじめとする各
種情報の紐付けがなされ、それらの情報に関する
追加調査は当時契約職員として文教大学に在職し
ていた草野勉氏により行われた。
　この追加調査により、BK00002のアノマロス

図１　デジタル化の例
　　　�（BK00100　カイモグラフ�

Zimmermann 社製）
a）実験機器の正面写真
b）実験機器の背面写真
c）d）実験機器の側面の写真
e） 製造会社（Zimmermann）の刻印

a） c）

e）

b）

d）
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コープ試作機（図２）は、大山正氏から試作型の
実験機器である旨を伝達され譲渡されたもので
あったが、日置式アノマロスコープとして、半
田屋商品カタログ（太田、1997）にも類似した
機器が記されていたことが明らかとなった。ま
た、「Trent Wells Inc.」の刻印があり撮影時には
名称が不明であったBK00063は、同様の機器の写
真が掲載されている文献（Michael, 2004）から、
脳定位固定装置（stereotaxic）である可能性が示
唆された。同様に名称が不明であったBK00085
は、Zimmermann社のカタログ（Zimmermann, 
1937）より、デュ・ボア＝レーモンの誘導コイル（感
応コイル）あるいは「最小可聴音検査器」と呼ば
れる機器の一部であることが判明した。これらを
含む11点の古典的実験機器の追記・修正が行われ
た。修正された機器リストを表１に示した。

教育への活用の試み
　これらの実験機器の活用の一環として、2018年
度には「心理学実験法」の講義において、文教大
学学内に展示されている機器の中からカイモグラ

フ（BK00100：図１）とBergströmの振子型測時
計（BK00066：図３）の写真を事前に配布し、装
置の見学を行った。その後、それらを含む実験機
器の用途に関する推測すること、展示されている
その他の機器の中で用途を知っている機器やその
内容、説明を受けて興味を持った機器について記
すことをレポートとして課した。カイモグラフに
ついては、パブロフの犬の実験の説明が展示機器
に添えられていたものの、「自動給餌器である」
等、円等部分に貼り付けた記録紙に生態指標の時
間的な変化を記録するという本来の用途とは異な
る回答が見受けられた。さらに、振子型測時計に
ついては、振り子の重量を調整することで精密な
時間測定・制御を行うことができる時間制御系の
機器であるが、そのことと関連した回答は見受け
られなかった。その他、写真を配布しなかった機
器にもさまざまな回答があり、例えばゾートロー
プ（BK00067：図４）については、スリットの間
から円筒内の複数の静止画を観察することで、静
止画が動いて見えるという、アニメーションの原
理を体験できる装置であるが、画像の一部しか見

図２　日置式アノマロスコープ（旧名称：アノマロスコープ試作機）（BK00002）
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えていなくても全体像が把握できるというスリッ
ト視の装置との関連を推測するなど、古典的実験
機器と心理学実験とのつながりについてさまざま
な考えを巡らせる機会を提供することができた。
一方で、本来の使用用途とは異なる回答があった
点に関しては、機器の詳細情報が不足していたこ
とに加え、それぞれの機器の動作状態を実際に見
ることができなかったことが一因であると考えら
れる。
　その後、講義中で機器の用途についての説明を
行ったところ、講義後の感想として、現在のコン
ピュータを用いた装置を中心とした実験だけでは
想像が難しい「実験において記録や制御の方法が
いかに重要視され、これまでさまざまな工夫がな
されてきたか」に関心を持ったことを伺わせる内
容が見られたことに加え、ゾートロープと心理学
とのつながりに関する受講者からの質問が、β運
動（仮現運動）に代表される知覚心理学研究の萌
芽について解説する契機になったことなど、古典
的実験機器の活用が、座学に終始しがちな心理学
の研究法や心理学史の講義にインタラクティブな

図３　Bergström の振子型測時計（BK00066）

図４　ゾートロープ（BK00067）
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学びの側面を持たせる一助になることが示唆され
た。加えて、機器の展示をしていることは知って
いたものの、説明を受けてはじめてこれらの機器
に関しての詳細が分かり面白かった等の感想も
あった。当該講義をきっかけに実験機器への興味
が生じたことは喜ばしいことであるが、反面、当
該講義がなければ興味の対象にならなかったこと
を意味しており、展示の方法や記すべき情報につ
いて改善の余地があることを示している。また、
機器の動いているところを見たいとのコメントも
あったことから、このようなリクエストにも応え、
教育的な観点から実験機器をより有効利用できる
展示へとさらに発展させ、若い世代が心理学に興
味を持つためのきっかけの一つとなることを目指
す必要がある。
　その他にも、文教大学内に展示されている実験
機器の中には知覚心理学で使われていた機器も多
数存在するため、知覚心理学を専門とする著者の
ゼミに所属する学生の中で興味を持った学生には
実際の機器に触れ、測定の体験等を行う機会を継
続的に設けている（図５）。

実験機器の動態展示の試み
　前述した機器の動作閲覧の希望に関する講義内
コメントを受けて、2020年までの間に、機器の
仕組みを通じて心理学実験に関する学びを促進
することを目的として、動態展示への試みと展示
内容の更新を行った。動態展示に関しては、現
物そのものの修復ではなく、機器の仕組みを理解
し、何を測定しようとした機器なのかを理解する
ことを目的とした装置を草野勉氏が作成し、展示
を行った。現時点では、日置式アノマロスコープ

（BK00002）及びゾートロープ（BK00067）の２
点に関して動態展示を行っている。どちらも、ペ
ダルスイッチや距離センサを用いることで、機器
そのものに触れること無く、機器の動作を観察す
ることができる。併せて、これらの機器の操作説
明を掲示した。ゾートロープは、フットペダル式
のスイッチを踏むことでゾートロープの円筒部分
が開展し、スリット越しに円筒内を観察すること
で、円筒内の絵が動いていることを体験できるよ
うにした。
　日置式アノマロスコープに関しては、機器の使
用用途と測定原理の説明（図６）をした上で、実
機と同様の仕組みで混色を行う課題ができる装置

図５　学生による機器使用体験
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を併設し、その操作方法を掲示した（図７）。ま
た、直接機器に触れなくても課題の実施ができる
よう、距離センサを用いて操作ができるようにし
た（図８）。

　このような装置の動態展示とそれによる操作体
験に関して、現状では講義内での紹介は行ってお
らず、今後、これらの体験による心理学の教育効
果に関しても検討していくことが望まれる。

図６　アノマロスコープの使用用途と原理の説明

アノマロスコープ
用途
先天色覚異常の検査器

使用方法
のぞき穴から筒をのぞくと、上下に二分された円が見えます。上半分は赤
と緑の色光が混ざった光、下半分は⻩の色光で構成されています。
被検査者は、ノブを操作して、上半分の赤と緑の色光の割合、および下半
分の⻩の色光の強さを変化させて、下半分の⻩の色光と同じ明るさの⻩色
に見えるように調整します（等色）。

眼球の網膜にある3種類の錐体細胞が正常に機能している場合（正常色
覚）、赤と緑の色光の混合光は、ごく狭い範囲の割合でのみ、⻩の色光と
等色できます（レイリー均等）。一方、正常色覚でない場合は、広い範
囲の割合で等色が成立したり、正常色覚の場合とは異なる割合のときに等
色が成立したりします。この等色のパターンから、色覚異常の型を判定し
ます（詳しくは、安間（2018）等を参照）。

ランプハウス
（光源）

のぞき穴

ノブ

赤っぽいな
→緑を増やそう

緑っぽいな
→緑を増やそう

ピッタリ！

赤/緑の色光の割合

⻩
の
色
光
の
強
度

①正常色覚の場合、
この点付近でのみ
等色が成立するが、

②L錐体の働きが
弱い場合、赤い色
光に対する応答が
小さくなるので、
ここで等色が成立。

原理

この装置では、上に示す可視光スペクトルのうち、円の上半分には赤・
緑、下半分には⻩の色光を使⽤しています。

大多数のヒトの網膜の視細胞には、L, M, S錐体とよばれる3種類の錐体細
胞があります。
L錐体は、赤に近い色光により強く、M錐体は緑に近い色光により強く
応答します。L錐体もM錐体も、⻩の色光には同程度の応答を示します。
（ここでの「反応」は厳密には、各錐体の最大応答に対する比を表しています。）

赤と緑の色光を混合した光を提示すると、L錐体は赤の色光に強く応答
し、M錐体は緑の色光に強く応答するため、全体的な応答は下の図のよ
うになります。これは、⻩の色光に対する応答の割合と同じになるので、
ヒトの眼には、同じ「⻩色」に知覚されます。
正常色覚以外の場合では、各錐体の応答がこの図の通りとならず、広い
範囲で等色が成立したり、正常色覚の場合とは異なる割合で等色が成立
したりします。

可視光
スペクトル赤の色光 ⻩の色光 緑の色光

L M

反
応

L M

反
応

L M

反
応

上の光は
赤＋緑

下の光は⻩

上下とも
⻩色に見える！

L M

反
応

L M

反
応

• より正確に説明するには、光の
「波⻑」という概念を使⽤する
必要があります。興味のある方
は、「色彩学」「知覚心理学」
などに関する書籍等を参照して
みてください。

• この説明からわかる通り、アノ
マロスコープで診断されるのは、
L錐体とM錐体の特性です。
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図７　アノマロスコープ体験機器の操作説明

図８　混色体験装置
画像内、左下側の黒いボックス内に LED 光
源が設置されており、上部分にある 2色の光
源の輝度比が距離センサーとの距離によって
変化する

混色を体験！
アノマロスコープの動作原理

• 体験の方法
• 足元のペダルを踏んでスイッチON！

• 右の距離センサーに手をかざして、円の上半分
の光が、下半分と同じ⾊（⻩）になるポイント
を探そう！

• 上半分の光は、赤と緑の発光ダイオード
（LED）の光で構成されています。手を近づけ
ると赤⾊LEDがより強く発光し、手を遠ざける
と緑⾊LEDがより強く発光します。赤と緑の
LEDだけで、⻩⾊LEDの光は含まれていません。

• 下半分の光は、⻩の単⾊LEDのものです。

• なぜ、赤と緑のLEDだけで、⻩⾊の光が⾒える
のでしょうか？詳しく知りたい方は、こちらの
WEBサイトの解説へ！
• インターネット接続が必要です。

※この装置はあくまで混⾊の原理を体験するためのも
のであり、検査のために設計されたものではありませ
ん。たとえば、使用しているLEDの波⻑はアノマロス
コープのものとは異なる（広帯域で中⼼波⻑もずれて
いる）ため、この装置で上下の⻩⾊が同じに⾒える点
が⾒つからないからといって、⾊覚異常があるとはい
えないことに注意してください。

①緑っぽい
→手を近づけよう

②赤っぽい
→手を離そう

③だいたい同じ
⻩⾊になった！

この解説版

装置

ペダルスイッチ

踏む！

上の光は
赤＋緑

下の光は⻩

上下とも
⻩⾊に⾒える！
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終わりに
　本講では、文教大学における古典的実験機器に
関する展示の経緯と、教育利用へ向けた現状につ
いて述べた。文教大学では、機器のみならず関連
する操作マニュアルや当時の心理学実験に関連す
る授業で用いられてきた手順書やノートも同時に
保管されているため（詳細は草野・増田, 2019）、
機器の適切な使用方法や、当時どのように研究教
育活動で用いられてきたのかについても明確に知
ることができる。他にも、実験機器が使用されて
いた時期とほぼ同時期の心理学関連の講義ノート
等も保管しており、当時の心理学の研究・教育思
想とのつながりを知ることも可能である（講義
ノートの重要性については、高島、2013等）。こ
の様な機器・資料の保存調査の成果が、日本の心
理学研究の軌跡を知るための一助となり、心理学
教育への更なる利用がなされることが期待される。
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文教大学における心理学古典的実験機器について
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［抄録］
　本論文では、文教大学越谷キャンパスに保管・展示されている心理学の古典的な実験機器の現状につ
いて、これまでの経緯とともに述べることを目的としている。まず、日本国内における心理学の古典的
実験機器の保管に関するこれまでの研究活動を概観し、その上で、実験機器の現物保管及び展示を文教
大学で行うこととなった経緯について紹介し、日本心理学会の活動の一環として行ったデジタルアーカ
イブ化の成果について記した。その後、これらの機器・資料の大学における心理学教育への活用として、
実験心理学の授業での題材として用いたこととその効果について紹介し、その上で今後の展望として動
態展示に関する現状を述べた。


